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居武士小学校の入学式  
　 

　４月６日に居武士小学校で入学式が行われ、４人の児童が入学し、先生から１人ひとり名前を呼ばれると元気よく返事をして
いました。 

あとがき 



□◆
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

原
案
可
決

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
８，

８
６
６
万
９

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
44
億
６，

５
２

７
万
７
千
円
と
し
た
。

そ
の
主
な
歳
出
内
容
は

民
生
費

○

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
及
び
国
保
財

政
健
全
化
支
援
事
業
費
の
確
定
に
伴

う
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
６
３
４
万
円
を
追
加

○

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
る

各
種
支
援
事
業
の
再
編
に
伴
い
、
障
害

者
支
援
費
事
業
扶
助
費
３，

５
２
０
万

円
、
身
体
障
害
者
等
各
種
給
付
事
業
扶

助
費
１
９
６
万
円
、
進
行
性
筋
萎
縮
症

者
施
設
措
置
事
業
扶
助
費
50
万
円
を
減

額
し
、
新
た
に
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
扶
助
費
に
３，

７
３
０
万
円
を
計
上

衛
生
費

○

北
見
地
区
衛
生
施
設
組
合
し
尿
処
理

施
設
の
完
成
に
よ
る
事
業
費
の
確
定
に

伴
い
、
し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
負
担

金
３
３
１
万
９
千
円
を
減
額

農
林
水
産
業
費

○

道
営
訓
子
府
西
地
区
畑
総
事
業
負
担

金
な
ど
３，

６
５
２
万
３
千
円
を
減
額

土
木
費

○

道
路
維
持
に
か
か
る
土
木
技
能
員
１

名
減
に
伴
い
、
町
道
維
持
管
理
事
業
賃

金
２
９
０
万
１
千
円
を
減
額

○

昨
年
８
月
、
10
月
の
大
雨
災
害
で
の
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月定例会 

あらまし 
の 
月定例会 

あらまし 
の 

３ ３ 

平
成
19
年
第
１
回
定
例
会
を
３
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
町
長
か
ら
定
例
会
招
集

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
承
認
と
管
内
町
村
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
、
各

会
計
補
正
予
算
を
可
決
後
、
選
挙
年
の
た
め
骨
格
予
算
と

な
る
平
成
19
年
度
予
算
関
連
議
案
及
び
各
会
計
予
算
な
ど

の
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

３
月
８
日
に
一
般
質
問
、
３
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
予

算
審
議
が
行
わ
れ
た
後
、
第
５
次
訓
子
府
町
総
合
計
画
及

び
議
員
提
案
に
よ
る
議
会
委
員
会
条
例
改
正
な
ど
を
可

決
、
さ
ら
に
請
願
１
件
を
採
択
、
意
見
書
案
２
件
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、
報
告
２
件
も
了
承
し
た
。

14
日
は
休
会
し
、
15
日
に
平
成
19
年
度
予
算
関
連
議
案

及
び
各
会
計
予
算
案
な
ど
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
閉
会

し
た
。

訓
子
府
川
な
ど
の
樋
門
臨
時
操
作
に
よ

る
道
か
ら
の
交
付
金
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
河
川
管
理
事
業
委
託
料
６

万
７
千
円
を
追
加

消
防
費

○

老
朽
化
に
よ
る
通
信
指
令
装
置
の
更

新
に
伴
い
、
北
見
地
区
消
防
組
合
共
通

経
費
負
担
事
業
で
の
通
信
指
令
装
置
更

新
整
備
事
業
負
担
金
３，

９
１
９
万
２

千
円
を
計
上
（
平
成
19
年
度
に
予
算
を

繰
り
越
し
て
事
業
実
施
）

教
育
費

○

訓
子
府
中
学
校
体
育
館
の
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
と
し
て
、
工
事
請
負
費
３，

０

０
０
万
円
を
計
上
（
平
成
19
年
度
に
予

算
を
繰
り
越
し
て
事
業
実
施
）

□◆
平
成
18
年
度
国
保
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

原
案
可
決

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
９
１
７
万
３
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
９
億
８
１
８
万
３
千

円
と
し
た
。



○

個
別
排
水
処
理
浄
化
槽
設
備
工
事
費

１，

９
６
４
万
８
千
円
減
額

□◆
平
成
18
年
度
水
道
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

原
案
可
決

水
道
事
業
費
用
か
ら
１，

５
７
８
万
円

減
額
し
、
総
額
を
２
億
１，

４
７
５
万
４

千
円
と
し
た
。

そ
の
主
な
支
出
内
容
は
、
水
道
施
設
機

械
等
修
繕
費
及
び
道
道
北
見
置
戸
線
改
良

工
事
支
障
物
件
移
設
新
設
工
事
負
担
金
な

ど
の
減
額

資
本
的
支
出
か
ら
８
５
０
万
円
減
額

し
、
総
額
を
８，

３
２
８
万
２
千
円
と
し

た
。そ

の
主
な
支
出
内
容
は
、
配
水
管
延
長

連
絡
等
整
備
工
事
費
な
ど
の
減
額

□◆
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備

原
案
可
決

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、「
助
役
」

を
「
副
町
長
」、「
収
入
役
」
を
「
会
計
管

理
者
」、「
町
吏
員
」
を
「
町
職
員
」
に
改

め
る
な
ど
、
関
係
条
例
の
改
正
、
廃
止
を

し
た
。

□◆
訓
子
府
町
副
町
長
定
数
条
例
の
制
定

原
案
可
決

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、「
助
役
」

に
変
わ
り
「
副
町
長
」
を
設
置
し
、
そ
の

定
数
を
定
め
る
た
め
条
例
を
制
定
し
た
。

□◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

原
案
可
決

国
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
扶
養
手
当
に

平成19年５月１日発行

第１回　定　例　会�

そ
の
主
な
歳
出
内
容
は
、
退
職
被
保
険

者
等
療
養
給
付
費
及
び
退
職
被
保
険
者
等

高
額
療
養
費
の
追
加
ま
た
は
拠
出
金
額
の

確
定
に
伴
う
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
拠
出
金
な
ど
の
減
額

□◆
平
成
18
年
度
老
人
保
健
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

原
案
可
決

歳
入
歳
出
予
算
に
５，

６
０
４
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
７
億
９，

６
８
４
万
９

千
円
と
し
た
。

そ
の
主
な
歳
出
内
容
は
、
医
療
費
の
減

少
に
伴
い
、
老
人
保
健
医
療
費
給
付
費
や

老
人
保
健
高
額
医
療
費
な
ど
の
減
額

□◆
平
成
18
年
度
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

原
案
可
決

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
３，

９
１
７
万
７

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
億
９，

１
０

９
万
３
千
円
と
し
た
。

そ
の
主
な
歳
出
内
容
は
、
地
域
密
着
型

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
な
ど
の
減
額

□◆
平
成
18
年
度
下
水
道
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

原
案
可
決

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
３，

０
７
７
万
１

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
２
億
３，

６
５

２
万
９
千
円
と
し
た
。

そ
の
主
な
歳
出
内
容
は

○

農
業
集
落
排
水
管
理
費
の
修
繕
費
を

２
４
８
万
７
千
円
減
額

○

道
道
北
見
置
戸
線
支
障
物
件
移
設
工

事
費
３
２
７
万
３
千
円
減
額

つ
い
て
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
の
支
給

額
を
１
人
に
つ
き
６
千
円
と
す
る
よ
う
改

正
し
た
。

□◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
検
討
に
伴
い
、
入
湯
税
の
税
率
を

一
律
50
円
に
改
正
し
た
。

□◆
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

原
案
可
決

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
検
討
及
び
入

湯
税
の
見
直
し
に
伴
い
、
条
例
の
全
部
を

改
正
し
た
。

温泉保養センター使用料改正 
改正前の額 

区　分 料金 

１回につき 

回数券（10回分） 

１回につき 

回数券（10回分） 

 

１回につき 

１回につき 

200円 

1,750円 

290円 

2,400円 

 

70円 

140円 

入湯税を含む料金 

250円 

2,250円 

390円 

3,400円 

入湯税なし 

70円 

140円 

50円 
100円 

入湯税 おとな 

子ども 

身体障害者 

その他の者 

その他の者 

老人･障害者 
その他の者 

老人及び 
身体障害者 

区　分 料金 

１人につき 

回数券（10回分） 

１人につき 

回数券（10回分） 

 

１人につき 

１人につき 

200円 

1,750円 

340円 

2,900円 

 

70円 

140円 

入湯税を含む料金 

250円 

2,250円 

390円 

3,400円 

入湯税なし 

70円 

140円 

50円 
入湯税 おとな 

子ども 

こども（障害者） 

こども 

おとな 

一律 

おとな 
 高齢者及び 
 障　害　者 

改正後の額（4月1日から） 

（　　　　） 
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□◆
霊
き
ゅ
う
自
動
車
に
関
す
る
条
例
の
廃

止

原
案
可
決

霊
き
ゅ
う
自
動
車
の
老
朽
化
に
よ
る
廃

車
に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
し
た
。

□◆
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

原
案
可
決

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、「
盲
学

校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
」
を
「
特
別

支
援
学
校
」
に
改
め
る
た
め
、
条
例
を
改

正
し
た

任
期
　
平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
23
年
３
月
31
日
（
４
年
間
）

□◆
社
会
資
本
整
備
基
金
の
設
置
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

歳

(

注
）
計
現
金
に
不
足
が
生
じ
た
と
き
に
、

基
金
を
一
時
的
に
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え

て
運
用
で
き
る
よ
う
条
例
を
改
正
し
た
。

□◆
農
業
集
落
排
水
事
業
償
還
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の

廃
止

原
案
可
決

起
債
償
還
に
よ
る
基
金
の
取
り
崩
し
に

伴
い
、
条
例
を
廃
止
し
た
。

□◆
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正原

案
可
決

地
方
自
治
法
の
改
正
及
び
議
員
定
数
の

削
減
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
な
ど
の
定
数
の
変
更
、
閉
会
中
の

委
員
の
選
任
、
辞
任
で
の
議
長
の
権
限
な

ど
に
つ
い
て
条
例
を
改
正
し
た
。

□◆
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

原
案
可
決

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
各
委
員

会
で
議
案
提
出
が
で
き
る
た
め
の
規
定
を

設
け
た
こ
と
、
議
会
用
語
整
備
な
ど
に
つ

い
て
規
則
を
改
正
し
た
。

□◆
定
期
監
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
、
平
成
18
年
度
に
実
施

し
た
定
期
監
査
の
結
果
、「
平
成
18
年
11

月
の
建
設
工
事
等
の
現
地
調
査
及
び
同
年

12
月
末
日
現
在
に
お
け
る
各
会
計
の
予
算

執
行
状
況
、
町
税
等
収
納
状
況
な
ど
に
つ

い
て
監
査
を
実
施
し
た
結
果
、
適
正
な
行

財
政
運
営
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め

る
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し

た
。な

お
監
査
委
員
か
ら
の
付
言
と
し
て
、

「
町
税
・
使
用
料
等
の
未
収
額
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
担
当
職
員
の
徴
収
の
成
果
は

認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
な

る
収
入
向
上
の
た
め
関
係
各
課
と
の
連
携

を
密
に
と
り
、
効
率
の
良
い
徴
収
方
法
に

よ
り
、
一
層
の
徴
収
努
力
を
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
滞
納
繰
越
の
解
消
に
つ
い
て
は

負
担
の
公
平
を
図
る
上
か
ら
、
時
効
が
完

成
す
る
前
に
時
効
中
断
を
図
り
、
不
納
欠

損
措
置
を
延
ば
す
べ
き
で
あ
り
、
特
に
町

内
在
住
者
に
つ
い
て
は
留
意
が
必
要
で
あ

る
」

□◆
出
納
検
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
、
１
月
、
２
月
の
一
般

会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
に

つ
い
て
例
月
出
納
検
査
を
実
施
し
た
結

果
、
出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ
れ
、
異
状

な
い
も
の
と
認
め
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

□◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

原
案
同
意

４
月
27
日
に
任
期
満
了
と
な
っ
た
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
、
山
崎
実
さ

ん
を
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
。

任
期
　
平
成
19
年
４
月
28
日
〜

平
成
22
年
４
月
27
日
（
３
年
間
）

山崎　　実さん

（福野）

□◆
網
走
支
庁
管
内
町
村
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任

原
案
同
意

３
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
っ
た
齊
藤

誠
さ
ん
（
前
置
戸
町
長
）
に
代
わ
り
、
田

中
誠
さ
ん
（
旧
端
野
町
長
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
た
。

第５次訓子府町総合計画
“原案のとおり可決”

平成18年12月21日に第５次訓子府町総合計画審査特

別委員会（委員長高橋徳男）に付託となった「第５次訓

子府町総合計画」は、平成19年２月５日から７日まで

の３日間にわたる委員会審査の結果「原案を可決すべき

もの」と決定した旨報告があり、原案のとおり可決した。

（注）歳計現金…歳入から歳出を差し引いた後の残額（歳入歳出に属する現金）で、日々の支払いに充てる資金のこと。



請
　
　
　
願

平成19年５月１日発行

採
択
し
た 

□◆
平
成
19
年
度
酪
農
畜
産
政
策
・
価
格
対

策
に
関
す
る
請
願

き
た
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
訓
子
府
支

所
及
び
訓
子
府
町
農
民
連
盟
か
ら
提
出
の

あ
っ
た
請
願
は
、
本
会
議
に
お
い
て
「
採

択
」
と
決
定
し
た
。

３月24日に「日豪EPA交渉関税撤廃阻止行動集会」が開催され、
本町から多くの参加があった

議決した　意 見 書

議員提案により次の意見書案が提出され、原案のとおり可決し、政府関係機関に意見書を提出した。

平成19年度酪農畜産政策・価格対策に関する要望意見書

１．日豪EPA交渉にあたっては、わが国酪農畜産物の需給及び生産事情等を十分に勘案し、牛肉、乳製品など、重要
農畜産物の関税撤廃の例外扱いの確保を絶対条件とし、国内自給率の低下を招かないよう「交渉中断」を含めた毅
然たる姿勢で責任ある対応を行うこと。
２．WTO農業交渉にあたっては、国内の酪農・畜産が将来にわたって安定的に持続されるよう、国産市場への悪影響
を及ぼさないような十分な数の重要品目の確保、上限関税の導入阻止、特別セーフガードの堅持など、適切な国境
措置を確保すること。
３．国が掲げる酪農・畜産の自給率向上などの目標達成に向け、国内生産基盤の強化、担い手の経営所得安定、安
全・安心な畜産物生産・流通、畜産環境保全などを総合的な酪農・畜産政策の推進と十分な予算を確保すること。
また、施策の推進にあたっては、地方公共団体の主体的な取り組みを支援する仕組み（酪農近代化市町村計画に

基づく市町村による事業の企画立案と予算執行権など）とすること。
あわせて、必要な財源措置の確保を図ること。

４．牛乳・乳製品の需給安定を図るため、国産牛乳・乳製品や需要（消費）拡大などに向けた支援対策の予算確保を
図ること。
５．酪農・畜産経営の安定を図るため、穀物の需要動向や価格高騰などを踏まえ、配合飼料等、生産資材価格の引き
下げなど、コスト低減対策や国産自給飼料の増産対策を強化すること。
６．酪農ヘルパー事業やコントラクターなどの経営サポート組織、哺乳ロボット等、新システム導入など飼養管理の
労働軽減と高度化等に対する支援対策を拡充すること。
７．担い手農家が経営革新（規模拡大等）を図る場合に対応した家畜ふん尿及び洗浄排水等の処理施設の拡充及び高
度化、新設に対する支援措置を講ずること。
また、堆肥舎等整備に対する税制特例措置を継続するとともに「既存の堆肥盤に新たな屋根をつけたもの」を特

例措置の対象とすること。
８．肉用牛経営並びに養豚経営の体質強化に向けて、肉用牛肥育経営事業及び地域肉豚生産安定基金造成事業の継続、
地域肉用牛振興対策事業や養豚振興事業などの充実を図ること。
９．国内でのBSE感染経路・感染源の徹底究明と再発防止策の徹底を図ること。

また、BSE発生農家の経営再建のための支援措置や、と畜場でのBSE全頭検査（清浄国となるまでの間）にかか
る支援対策を継続すること。
また、牛肉及びその全ての加工品の販売、外食、中食において、原産国、原料・原産地表示の義務化を行うこと。
また、米国産牛肉の輸入検疫を引き続き強化すること。

療養病床の廃止・削減の中止を求める要望意見書

１．療養病床の削減計画の中止を求めること。
２．地域住民が安心して暮らせるように、介護保健事業計画を見直し、医療、介護、福祉制度や施設等の基盤を充実
させること。



№153

各　会　計　予　算 

会　　計　　名 予　　算　　額 収益的収入及び支出 

資本的収入及び支出 

水道事業会計予算 

一 般 会 計  
国民健康保険会計 
老 人 保 健 会 計  
介 護 保 険 会 計  
下 水 道 会 計  
合 計  

38億1,480万円 
9億490万円 

8億2,080万円 
4億6,080万円 
2億4,180万円 
62億4,310万円 

1億9,429万3千円 
2億850万円 

1,984万4千円 
6,836万円 

収　　　入 
支　　　出 

収　　　入 
支　　　出 



平成19年５月１日発行

歳
　
入

《
使
用
料
及
び
手
数
料
》

国
営
常
盤
地
区
総
合
農
地
開
発
事
業

の
未
納
負
担
金
の
扱
い
に
つ
い
て
、

そ
の
支
払
先
と
代
理
返
済
の
法
的
根
拠
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

国
営
事
業
は
、
基
本
的
に
国
と
町
と

の
契
約
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
代
理
返
済
の
義
務
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
町
が
国
に
支
払
い
を
行
っ
て
い
る
。

歳
　
出

《
総
務
費
》

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
に
係
る
予
算
の
計
上
は
、
費
用

対
効
果
が
極
め
て
低
い
上
、
ま
た
個
人
情

報
が
漏
れ
る
危
険
性
も
考
え
る
と
、
シ
ス

テ
ム
を
継
続
維
持
す
る
こ
と
が
問
題
と
な

ら
な
い
か
。

内
部
検
討
し
た
が
、
事
務
処
理
の
効

率
化
、
住
民
の
利
便
性
な
ど
を
考
え

る
と
、金
銭
面
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
。

機
器
の
更
新
や
維
持
に
か
か
る
費
用
に

つ
い
て
は
、
特
別
交
付
税
に
て
措
置
さ
れ

て
い
る
。

《
土
木
費
》

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
の
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、
今
後
利
用
の

必
要
性
は
あ
る
の
か
。

開
園
期
間
中
の
土
日
、
祝
祭
日
で
の

利
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
器
そ
の

も
の
は
古
く
な
っ
て
は
き
て
い
る
が
、
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
み
と
し
て
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。

《
教
育
費
》

「
ゆ
と
り
教
育
」
に
つ
い
て
、
国
の

方
針
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
後
の
予
算
執
行
に
影
響
が
出
る
こ

と
が
あ
る
の
か
。

昨
年
か
ら
「
教
育
基
本
法
」
の
改
正

及
び
「
教
育
再
生
会
議
」
で
の
報
告

に
よ
り
様
々
な
動
き
が
出
て
お
り
、
国
・

道
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
対
応
す
る
が

平
成
19
年
度
は
具
体
的
な
動
き
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

Ａ Ｑ

一般会計予算は�

　 12.5％大幅減の38億1,480万円�前年�
度比�　 12.5％大幅減の38億1,480万円�前年�
度比�　 12.5％大幅減の38億1,480万円�前年�
度比�
平成19年度の各会計予算は３月９日から13日までの３日間（10日、11日は休会） 
審議を行いましたが、質議内容の一部を掲載します。 

子どもたちの楽しみとなっている“バッテリーカー”

利用者数の低迷など様々な問題を抱える住基ネット

Ａ Ｑ



ここが聞きたい  
いっぱん質問 いっぱん質問 

こ こが聞きたい  こ こが聞きたい  

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
よ

る
農
家
経
済
へ
の
打
撃
に
加
え
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
核
と
し
た
、
Ｅ

Ｐ
Ａ
の
合
意
は
、
農
家
だ
け
で
な
く
地
域

崩
壊
を
意
味
し
、北
海
道
の
損
失
試
算
は
、

１
兆
４
０
０
０
億
円
と
言
わ
れ
て
い
る
。

次
の
点
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

①
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
実
施
に
よ
る
訓

子
府
農
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

②
自
治
体
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

③
町
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

１
点
目
に
つ
い
て
は
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
が
、
重
要
品
目
除
外
措
置
の
な
い
ま
ま

合
意
さ
れ
る
と
、
道
の
試
算
の
前
提
条
件
を

本
町
に
当
て
は
め
た
場
合
、
42
億
６
千
万
円

の
影
響
額
と
な
る
。

内
訳
は
、
生
産
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る

小
麦
９
億
３
千
万
円
、
て
ん
菜
13
億
２
千

万
円
、
牛
肉
２
億
２
千
万
円
、
飲
用
向
け

以
外
は
生
産
中
止
と
な
る
酪
農
家
で
17
億

国
の
負
担
軽
減
を
目
指
す
福
祉
政

策
に
よ
っ
て
、
障
が
い
者
は
地
域
で
の
自

立
・
高
齢
者
介
護
は
家
庭
で
と
の
方
向
が

示
さ
れ
、
経
済
的
負
担
に
合
わ
せ
て
家
族

の
精
神
的
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
支
え
る
、
家
族
の
悩
み
を

解
消
す
る
対
策
を
早
急
に
打
ち
出
す
べ
き

と
考
え
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
現
状
把
握
の
実
態
に
つ
い
て

②
行
政
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

③
地
域
で
の
生
活
を
可
能
に
す
る
施
策
に

つ
い
て

制
度
の
変
化
に
よ
っ
て
、
支
援
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
さ
ら

に
は
サ
ー
ビ
ス
の
変
化
に
よ
り
、
そ
の
家

族
に
対
し
て
も
経
済
的
・
精
神
的
負
担
感

が
増
し
て
い
る
。

１
点
目
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
実
態
把

握
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
民
生
委
員
・
保

健
師
活
動
・
福
祉
窓
口
相
談
で
対
応
し
て

上原豊茂 上原豊茂 
議 員 議 員 

外
圧
に
よ
る
訓
子
府
農
業
へ
の
影
響
と

対
策
は

町
長

42
億
６
千
万
円
の
影
響
が
あ
り
、
重
要
品
目
除
外
を

前
提
と
し
た
要
望
活
動
を
進
め
た
い

関税撤廃は北海道農業への大きな打撃となる

障
が
い
者
同
居
・
高
齢
者
介
護
家
庭
へ
の

サ
ポ
ー
ト
対
策
に
つ
い
て

町
長

福
祉
施
策
の
充
実
と
地
域
ケ
ア
を
総
合
的
に
調
整
推
進
し
た
い

９
千
万
円
と
な
り
、
訓
子
府
農
業
生
産
額

の
37
㌫
に
当
た
る
。

２
点
目
の
自
治
体
財
政
へ
の
影
響
は
、

農
業
生
産
に
加
え
関
連
産
業
、
地
域
経
済

へ
の
波
及
を
考
え
る
と
、
税
収
減
や
人
口

流
失
等
、
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
考
え

て
い
る
。

３
点
目
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
地
域

全
体
の
問
題
で
あ
り
、
全
道
並
び
に
管
内

市
町
村
、
農
業
団
体
及
び
消
費
者
団
体
と

連
携
し
、
重
要
品
目
除
外
を
前
提
と
し
た

交
渉
に
つ
い
て
要
請
活
動
を
進
め
た
い
。



ここが聞きたい  こ こが聞きたい  

平成19年５月１日発行 い っ ぱ ん 質 問

小林一甫 小林一甫 
議 員 議 員 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
必
要
性
は
あ
る
の
か

町
長
町
及
び
町
民
の
利
便
性
を
考
え
る
と
事
業
の
継
続

は
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る

い
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
や
、
介
護
を
受
け
る

高
齢
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
介
護
を

行
う
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
26

㌫
、「
介
護
疲
れ
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
」

が
19
㌫
お
り
、こ
う
し
た
人
へ
の
支
援
は
、

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

２
点
目
に
つ
い
て
は
介
護
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と

し
た
各
種
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た

い
。３

点
目
の
「
地
域
で
の
生
活
を
可
能
と

す
る
施
策
に
つ
い
て
」
は
、
高
齢
者
に
あ

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
機
器
の
更
新
に
は
、
多
額
の
経
費

が
か
か
り
、
利
用
す
る
人
も
少
な
く
、
町

の
財
政
が
厳
し
い
事
を
考
え
る
と
、
見
直

し
が
必
要
と
思
う
が
、所
見
を
伺
い
た
い
。

住
民
基
本
台
帳
法
が
平
成
11
年
８

月
に
改
正
さ
れ
、
本
町
に
つ
い
て
も
、
平

成
13
年
に
電
算
機
器
類
の
整
備
を
し
て
、

平
成
14
年
８
月
か
ら
本
格
稼
働
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

事
業
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
整
備
費

用
及
び
機
器
の
リ
ー
ス
料
も
含
め
て
、
地

方
交
付
税
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
事
業
で

あ
る
。

平
成
19
年
度
予
算
で
、
機
器
の
更
新
の

た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
機
器

の
更
新
に
つ
い
て
も
、
交
付
税
措
置
が
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
町
の
財

政
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

現
在
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
だ
け
で
な

く
、
国
ま
た
は
道
の
機
関
で
本
人
確
認
情

報
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
と

し
て
も
、
住
民
移
動
に
伴
う
市
町
村
間
の

事
務
の
効
率
化
や
国
民
年
金
の
対
象
者
報

告
が
不
要
に
な
る
な
ど
、
事
務
処
理
の
効

率
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て

も
、
平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
の
、
被
保

険
者
の
資
格
管
理
、
保
険
料
賦
課
を
行
う

広
域
連
合
に
対
し
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
提
供
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

町
民
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
住
民
票
を

ど
こ
の
町
で
も
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
る

こ
と
や
、年
金
の
裁
定
請
求
や
、パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
、
国
家
資
格
の
更
新
な
ど
は
、
住

民
票
の
添
付
の
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
年
金
受
給
者
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
現
状
届
に
よ
る
報
告
が
必
要
で
あ

っ
た
が
、
現
状
届
に
住
民
コ
ー
ド
を
記
入

し
報
告
す
る
こ
と
で
、
町
民
に
と
っ
て
の

利
便
性
が
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
。

町
及
び
町
民
の
利
便
性
を
考
え
る
と
、

今
後
も
事
業
の
継
続
は
必
要
と
判
断
し
て

い
る
。

っ
て
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
の
継
続

を
可
能
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
障
が

い
の
あ
る
方
に
つ
い
て
も
地
域
社
会
で
自

立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
制
度
の
理
念
で
も
あ
る
か
ら
、
現
在
の

福
祉
施
策
の
一
層
の
充
実
と
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
、
地
域
全
体
で
高
齢

者
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
地
域
ケ
ア
を
総

合
的
に
調
整
・
推
進
し
た
い
。

今
後
、
協
力
委
員
と
な
っ
て
い
る
民
生

委
員
や
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

密
に
し
、
体
制
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
今
後
の
対
応
策
は

町
長

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
当
面
は
補
修
に
よ
り

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い

町
内
に
あ
る
公
共
施
設
は
、
町
民

の
方
々
の
交
流
の
場
と
し
て
の
役
目
を
果

た
し
て
き
た
が
、
長
年
の
使
用
で
痛
み
が

目
立
つ
施
設
も
出
て
お
り
、
公
共
施
設
の

補
修
、
改
築
を
含
め
て
対
策
の
考
え
は
あ

る
の
か
伺
い
た
い
。

長
寿
会
館
に
つ
い
て
は
、
昭
和
43

年
に
町
民
の
寄
付
な
ど
に
よ
り
建
設
さ

れ
、
そ
の
当
時
か
ら
町
内
会
連
絡
協
議
会

が
管
理
運
営
を
し
、
建
設
後
38
年
が
経
過

し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

町
内
会
連
絡
協
議
会
と
し
て
は
、
近
い

将
来
、
施
設
の
廃
止
を
前
提
に
、
中
央
長

寿
会
の
役
員
と
他
の
公
共
施
設
の
利
用
に

つ
い
て
協
議
し
た
経
過
が
あ
る
が
、
使
用

で
き
る
間
は
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
要
望
が
あ
り
、
当
面
は
小
規
模
な
補
修

に
と
ど
め
、
時
期
を
見
て
施
設
の
廃
止
を

検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

地
域
集
会
所
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

町
内
会
等
に
委
託
し
て
管
理
運
営
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
補
修
の
経
費
は
、
町

で
負
担
を
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

長
年
使
用
し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
施
設
も
あ
る
が
、改
築
す
る
に
は
、

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
当
面
は

補
修
に
よ
る
対
応
を
考
え
て
い
る
。



Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
停
止
状
態
に
な
っ

た
人
に
電
気
的
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
心
臓
を

正
常
な
動
き
に
戻
す
装
置
を
い
い
、
今
ま

で
は
、
医
師
法
の
関
係
で
医
師
な
ど
に
限

№153ん 質 問

ＡＥＤとは…
ＡＥＤ（Automated External Defibrillator 自動体外式

除細動器）とは、心臓の心室が小刻みに震え、全身に血液

を送ることができなくなる心室細動などの致死性の不整脈

の状態を、心臓に電気ショックを与えることにより、正常

な状態に戻す器械のことです。
小坂正利 小坂正利 

議 員 議 員 

公
共
施
設
に「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」を

設
置
し
て
は
ど
う
か

町
長

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
の
有
効
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る

の
で
前
向
き
に
検
討
し
た
い公共施設に導入が検討されるAED

車
が
到
着
す
る
ま
で
平
均
５
〜
６
分
が
必

要
と
さ
れ
、
１
分
毎
に
10
％
ず
つ
救
命
率

が
低
下
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
応
急
手
当
を
す
る
こ

と
が
、
大
き
く
救
命
率
を
上
げ
る
こ
と
に

な
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
、
町
の
施
設
に

早
期
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

指
摘
の
と
お
り
突
然
の
心
臓
停
止
の

場
合
は
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
有
効

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、
導
入

方
法
や
設
置
箇
所
、
効
果
的
な
活
用
方
法

な
ど
を
含
め
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

っ
て
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成

16
年
か
ら
一
般
の
人
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
扱
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
命
の
危
機
は
、
時
間
、
場
所
、
年
齢

に
関
係
な
く
突
然
の
こ
と
で
あ
り
、
救
急

小坂正利議員が急逝

本
町
の
議
会
議
員
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
小
坂
正
利
議
員

が
、
去
る
４
月
８
日
、
61
歳
で
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。

故
　
小
坂
正
利
議
員
は
平
成
11
年
４

月
に
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、２
期

８
年
余
り
に
わ
た
り
、本
町
行
政
の
伸
展

に
情
熱
を
捧
げ
て
き
て
お
り
ま
し
た
。

議
会
活
動
で
は
各
常
任
委
員
会
を
歴

任
し
、
そ
の
間
、
議
会
広
報
特
別
委
員

会
委
員
長
（
平
成
13
年
５
月
〜
平
成
15

年
４
月
）、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委

員
長
（
平
成
15
年
５
月
〜
平
成
17
年
４

月
）
の
要
職
に
就
か
れ
、
町
政
の
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
10
日
通
夜
・
11
日
に
葬
儀
が
と

り
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
の
多
数
の
参

加
者
が
故
人
を
偲
び
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
し
た
。

故　小坂正利議員



①
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政

改
革
の
更
な
る
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指

針
が
総
務
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
取
り
扱
い
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。②

総
人
件
費
改
革
で
、
今
後
５
年
間
で

国
家
公
務
員
と
同
程
度
（
５
・
７
％
）
の

純
減
と
２
０
１
１
年
ま
で
の
継
続
を
求
め

て
い
る
が
、
現
状
と
策
定
プ
ラ
ン
、
自
然

減
の
見
込
み
、
年
代
の
断
層
な
ど
、
行
政

の
管
理
、
運
営
上
の
支
障
な
ど
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

③
公
務
員
給
与
・
手
当
等
で
適
正
化
の

指
摘
是
正
事
項
を
示
し
て
い
る
が
、
指
摘

事
項
に
合
致
す
る
事
例
の
有
無
は
。
ま
た
、

特
別
職
の
退
職
手
当
の
算
定
方
式
で
の
指

摘
事
例
可
否
に
つ
い
て
は
ど
う
か

④
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
に
市
場
化
テ
ス

ト
法
の
活
用
で
、
地
方
自
治
体
の
競
争
入

札
の
対
象
業
務
と
特
定
公
共
サ
ー
ビ
ス
も

含
ま
れ
、
民
間
事
業
者
に
委
託
の
可
能
性

が
出
て
き
た
が
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
接
続
同

様
個
人
情
報
保
護
な
ど
で
問
題
が
大
き
い

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

行
政
改
革
は
平
成
13
年
７
月
に
策
定

の
第
３
次
訓
子
府
町
行
政
改
革
大
綱
を
も

と
に
事
項
別
の
推
進
計
画
で
進
め
て
き
て

い
る
。
現
在
、
国
の
指
針
を
受
け
、
見
直

し
を
行
う
べ
く
、
訓
子
府
町
行
政
改
革
推

進
委
員
会
を
設
置
し
、
第
４
次
の
行
政
改

革
大
綱
の
審
議
を
お
願
い
し
、
３
月
末
に

答
申
を
得
る
運
び
で
あ
る
。

こ
の
答
申
を
受
け
、
大
綱
を
決
定
、
課

長
職
等
で
構
成
の
行
政
改
革
推
進
本
部
会

議
に
お
い
て
、
肉
付
け
作
業
を
進
め
る
が
、

委
員
会
審
議
の
中
で
、
住
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
必
要
と
の
意
見
も
あ
り
、
今
後
、

作
業
を
進
め
る
中
で
、
指
摘
さ
れ
た
事
項

も
含
め
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

２
点
目
の
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
水

道
会
計
を
含
め
て
現
在
97
人
を
、
こ
の
ま

ま
定
年
退
職
者
を
不
補
充
と
し
た
場
合
、

平
成
23
年
度
で
88
名
と
な
り
、
９
・
３
％

の
減
と
な
る
。

新
年
度
の
予
算
で
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
専
門
資
格
を
有
す
る
職
員
１
名

の
採
用
を
想
定
し
て
、
予
算
計
上
し
て
い

る
が
、
総
体
業
務
が
減
ら
な
い
中
で
、
職

員
の
減
少
は
影
響
が
あ
り
、
思
い
切
っ
た

機
構
の
見
直
し
、
事
務
改
善
に
努
め
、
次

代
を
担
う
職
員
を
育
成
し
て
い
く
観
点

で
、
職
員
を
補
充
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

町
長
選
挙
も
あ
る
の
で
、
新
し
い
体
制

で
、
十
分
に
検
討
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。

３
点
目
の
公
務
員
給
与
に
つ
い
て
は
、

期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
や
級
別
職
務

分
類
表
の
給
与
格
付
等
で
不
適
切
な
適
用

は
な
い
。

特
殊
勤
務
手
当
は
、
支
給
実
績
、
民
間

事
業
所
の
支
給
実
態
な
ど
か
ら
見
直
し
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、特
別
職
の
退
職
手
当
は
、北
海
道

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
条
例
に
定

め
て
お
り
、48
ヶ
月
任
期
満
了
で
、退
職
時

給
与
月
額
の
21
・
２
５
２
か
月
分
で
社
会

通
念
上
、妥
当
な
範
囲
と
認
識
し
て
い
る
。

４
点
目
の
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
の
市

場
化
テ
ス
ト
法
」
は
、
小
規
模
市
町
村
で

は
、
メ
リ
ッ
ト
の
有
無
が
判
別
し
難
く
、

委
託
市
町
村
が
最
終
責
任
を
負
う
仕
組
み

な
の
で
、
状
況
を
見
な
が
ら
慎
重
に
判
断

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

田
中
議
員
は
こ
の
他
、「
頑
張
る
地
方

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
地
方
財
政
」
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
っ
た
。

平成19年５月１日発行 い っ ぱ

田中與士信 田中與士信 
議 員 議 員 

平
成
18
年
８
月
31
日
付
の
行
革
の
新
た

な
指
針
を
受
け
て
の
対
応
は
ど
う
か

町
長

行
革
推
進
委
員
会
で
の
答
申
を
受
け
、
肉

付
け
作
業
を
進
め
た
い

職員数減少による機構の見直しが今後検討される

　議会だよりでは、一般質問について最
初の質問・答弁内容を要約して載せてお
ります。 
　質問・答弁の全文（特に再質問以降）
については、誌面スペースの都合から載
せることはできませんが、詳しくお知り
になりたい方は、会議録を図書館に備え
ておりますので、どうぞご利用ください。 

一般質問は要約されて 
掲載しています。 
一般質問は要約されて 
掲載しています。 
一般質問は要約されて 
掲載しています。 
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青
空
に
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
、
大
地
で

は
ト
ラ
ク
タ
ー
が
力
強
い
エ
ン
ジ
ン
の

音
を
響
か
せ
、
春
の
蒔
き
付
け
に
向
け

て
、
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地
方
統
一
選
挙
も
終
わ
り
新
し
い
町

の
執
行
体
制
が
整
い
、
こ
れ
か
ら
が

色
々
な
意
味
合
い
か
ら
も
、
正
念
場
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

議
会
も
、
議
員
数
は
減
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
仕
事
の
量
は
多
く
な
り
、

町
政
の
監
視
役
と
し
て
の
責
任
は
ま
す

ま
す
重
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

私
ど
も
広
報
委
員
も
「
議
会
だ
よ
り
」

の
発
行
に
つ
い
て
は
、
試
行
錯
誤
の
連

続
で
あ
り
、
１
か
月
繰
り
上
げ
て
の
発

行
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
の
特
段
の
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
が
最
後
の
仕
事
と
な
り
ま
し
た

が
、
新
し
い
広
報
特
別
委
員
会
に
今
ま

で
以
上
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
取
り
組

み
に
期
待
し
、
ま
た
、
今
ま
で
ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
方
々
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
「
あ
と
が
き
」
と
い

た
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
小
林
　
一
甫

　議会に対するご意見や、議会
だよりを見て感じたことなど、
どんなことでも結構です。 
　どうぞ議会事務局までご意見
をお寄せください。 

「議会だより」についてご意見を 
お寄せください。 

「議会だより」についてご意見を 
お寄せください。 

0157-47-2184へ 
FAX0157-47-2600へ 

（
網
走
市
　
議
長
出
席
）

26
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

27
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

１
日
　
訓
子
府
高
校
卒
業
式
（
議
長
出

席
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

６
〜
15
日

第
１
回
定
例
会

19
日
　
訓
子
府
小
学
校
卒
業
式
（
議
長

出
席
）

22
日
　
訓
子
府
幼
稚
園
卒
園
式
（
議
長

出
席
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

23
日
　
居
武
士
小
学
校
卒
業
式
（
議
長

４
日
　
第
28
回
さ
む
さ
む
ま
つ
り
（
議

長
出
席
）

５
〜
７
日

第
５
次
訓
子
府
町
総
合
計
画
審

査
特
別
委
員
会

14
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

22
日
　
網
走
支
庁
管
内
町
村
議
会
議
長

会
役
員
会
・
定
期
総
会

（
美
幌
町
　
議
長
出
席
）

23
日
　
議
会
運
営
委
員
会

北
網
広
域
圏
組
合
議
会
定
例
会

出
席
）

５
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

６
日
　
訓
子
府
小
学
校
入
学
式
（
副
議

長
出
席
）

居
武
士
小
学
校
入
学
式
（
総
務

文
教
委
員
長
出
席
）

訓
子
府
中
学
校
入
学
式
（
副
議

長
出
席
）

９
日
　
訓
子
府
幼
稚
園
入
園
式
（
議
長

出
席
）

訓
子
府
高
校
入
学
式
（
議
長
出

席
）

10
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
の
主
な

２
　
月

２
　
月 

２
　
月 

４
　
月

４
　
月 

４
　
月 

３
　
月

３
　
月 

３
　
月 

得
橋
捉
男
議
員

自
治
功
労
者
表
彰
受
賞

町
議
会
議
員
と
し
て

15
年
以
上
在
職
し
、
地

方
自
治
振
興
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
に
対
し
て
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
、
３
月
６
日
第
１
回

定
例
会
開
会
前
に
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
た
。

お知らせ
町議会議員選挙後の初議会（第１回臨時会）

は５月８日に開催する予定です。




